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通期連結業績予想の修正、 

剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 当社は、平成29年５月12日に公表した平成30年３月期通期（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

の連結業績予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

 また、当社は、本日開催の取締役会において、平成29年９月30日を基準日とする剰余金の配当（中間

配当）及び期末配当予想の修正について下記のとおり決議しましたので、お知らせいたします。 

記 

１．平成30年３月期通期の連結業績予想数値の修正（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 490,000 16,000 13,000 6,000 21.84 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 505,000 20,000 18,000 9,000 32.76 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 15,000 4,000 5,000 3,000 

増 減 率 （ ％ ） 3.1 25.0 38.5 50.0 

（ご参考）前 期 実 績 
（平成29年３月期） 497,611 14,649 12,534 7,758 28.24 

２．業績予想修正の理由 

国内リテールソリューション事業を中心として、売上構成改善により粗利が増加したこと、及び為

替レートが想定レートより円安となったことなどにより、第２四半期累計期間の連結業績が改善した

ことを踏まえ、平成29年５月12日に公表した平成30年３月期通期連結業績予想を修正いたしました。 

なお、この業績予想に当たっては、平成29年10月以降の為替レートに関して、対米ドル平均110円、

対ユーロ平均130円を前提としております。 
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３．剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正について 

①剰余金の配当（中間配当）の内容 

 決 定 額 
直近の配当予想 

（平成29年５月12日公表） 

前 期 実 績 

（平成29年３月期中間配当） 

基 準 日 平成29年９月30日 同左 平成28年９月30日 

１株当たり配当金 ３円00銭 ２円00銭 ０円00銭 

配 当 金 総 額 824百万円 ― ― 

効 力 発 生 日 平成29年12月１日 ― ― 

配 当 原 資 利益剰余金 ― ― 

 

②期末配当予想の修正の内容 

 年間配当金 

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

前 回 発 表 予 想 

 
― 2.00 ― 2.00 4.00 

今 回 修 正 予 想    3.00 6.00 

当 期 実 績 ― 3.00    

前 期 実 績 
（平成29年３月期） 

― 0.00 ― 2.00 2.00 

 

４．剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正の理由 

第２四半期累計期間及び通期の連結業績が上記のとおり当初予想を上回ることを受け、当社は、平

成29年５月12日に公表した配当予想を見直し、中間配当を１株当たり３円（前回予想比１円増、前期

比３円増）により実施するとともに、期末配当予想を１株当たり３円（前回予想比１円増、前期比１

円増）に修正することにいたしました。 

これにより、平成30年３月期の年間配当金は、１株当たり６円（前回予想比２円増、前期比４円増）

とさせていただく見込みです。 

 

 

※ 上記の業績予想及び配当予想に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

― 以 上 ― 

 




